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昭
島
市
立
学
校
で
は
、
今
年
度
よ

り
、「
子
ど
も
の
安
心
し
た
生
活
」

の
た
め
に
、「
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「

教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
と
は
、「
発
達
障
害
等
の
有
無

で
は
な
く
、
全
て
の
子
ど
も
に
わ
か

る
授
業
や
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
」
で
す
。

全
校
が
共
通
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
昭
島
市
教
育
委
員
会
で
「
昭

島
市
立
学
校　

教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
冊
子
を
作
成
し
、

全
教
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
安
心
し
た
生
活
」
の

た
め
に
①
子
ど
も
に
や
さ
し
い
教
室

環
境
②
子
ど
も
に
や
さ
し
い
学
習
環

境
③
子
ど
も
に
や
さ
し
い
授
業
の
３

つ
の
視
点
か
ら
54
個
の
項
目
を
参
考

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
を
生
か
し
て
日
々
の
取

組
を
充
実
さ
せ
、
す
べ
て
の
子
ど
も

が
楽
し
く
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

全教員に配布した冊子

「昭島市立学校　教育のユニバーサルデザイン」（昭島市教育委員会　平成29年4月）より抜粋

「昭島市立学校  教育のユニバーサルデザイン」に
取り組んでいます

子どもに
やさしい授業

子どもの安心した生活

子どもに
やさしい
学習環境

子どもに
やさしい
教室環境 ○黒板回り 現　状

手だて 　どの子も落ち着いて学習するためには、
最も目につきやすい教室の前面にある掲示
物を必要最小限にしたり、目立たない色遣
いにしたりする必要があります。黒板の周り
にいろいろな掲示物があれば、子どもたち
は黒板に注目することが難しくなり、集中し
にくくなります。
　教室の前面に、黒板以外に何もなければ、
子どもの集中力もアップします。

　様々な掲示物に気が向いて学習に集中
できない子どもがいます。

○丁寧な板書 現　状

手だて 　教師が丁寧に板書を書くと、子どもも丁
寧にノートを書こうという姿勢が生まれます。
　また、授業の目標（ねらい）、その解決の
手段、まとめなどを丁寧に板書することで、
取り組んだ学習の流れが把握しやすく、振り
返りも容易になり、学習内容の理解を図る
ことができます。
　これらの活動を続けていくことで、子ども
の思考力が高まっていきます。

　ノートの書き方が分からなかったり、定着
しなかったりする子どもがいます。

　授業の流れが分かる
　板書

現　状

手だて 　1時間の授業が一目で把握できるような板書は子ど
もにとってとても効果的です。授業中も、今やっている
ことは何か、子どもが板書を見ればすぐに分かること
が大切です。
　黒板のレイアウト、チョークの色、カードなどの使い
方を工夫し、学習課題・授業のポイント・子どもの反応
等の板書計画を事前に作成しておきます。

　一度書いた板書を消してしまうと、まとめに困るこ
とがあります。

昭島市立学校 教育の
ユニバーサル
デザイン

昭島市教育委員会
平成29年4月

子どもたち一人一人が安心して生活するために



あきしまの教育

2

平
成
29
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
が
小
学
校
６
年
生

と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
４
月

に
実
施
し
た
調
査
の
昭
島
市
に
お

け
る
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
全
国
的
な
児
童
・
生
徒
の

学
力
や
学
習
状
況
の
把
握
・
分
析

と
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検

証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

へ
の
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
等
に
役
立
て
る
た
め
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

調
査
は
、
国
語
と
算
数
・
数
学

で
知
識
を
問
う
Ａ
問
題
と
、
知
識

を
活
用
す
る
力
を
問
う
Ｂ
問
題
で

出
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習

状
況
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
方

式
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昭
島
市
の
小
・
中
学
校
で
は
、

各
調
査
と
も
都
の
平
均
正
答
率
を

下
回
る
状
況
で
し
た
。

学
力
と
学
習
状
況
の
関
係
を
分

析
す
る
と
、
児
童
・
生
徒
に
共
通

の
傾
向
と
し
て
「
家
で
、
学
校
の

授
業
の
予
習
を
し
て
い
ま
す
か
」

と
い
う
設
問
で
は
、「
し
て
い
る
」

と
答
え
た
子
ど
も
と
「
全
く
し
て

い
な
い
」
と
答
え
た
子
ど
も
で

は
、
平
均
正
答
率
で
最
大
約
８
・

小学校6年生【平均正答率】　　 （％）
昭島市 東京都 全国

国語Ａ 75 76 74.8

国語Ｂ 57 60 57.5

算数Ａ 79 81 78.6

算数Ｂ 46 49 45.9

中学校3年生【平均正答率】　　 （％）
昭島市 東京都 全国

国語Ａ 75 79 77.4

国語Ｂ 69 74 72.2

数学Ａ 61 66 64.6

数学Ｂ 45 50 48.1

２
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
家
で
、
学
校
の
授
業
の
復

習
を
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
設
問

で
は
、
児
童
・
生
徒
と
も
「
し
て
い

る
」
と
答
え
た
子
ど
も
と
「
全
く
し

て
い
な
い
」
と
答
え
た
子
ど
も
で

は
、
平
均
正
答
率
で
最
大
約
10
・
５

ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
児
童
・
生

徒
が
家
庭
で
予
習
や
復
習
を
す
る
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
学
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

予
習
を
す
る
こ
と
が
、
児
童
・
生

徒
の
学
校
で
の
授
業
理
解
に
つ
な
が

り
、
こ
の
理
解
が
次
な
る
意
欲
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
復
習
を
す
る
こ
と

で
、
そ
の
日
の
学
び
を
確
か
な
も
の

と
し
、
次
な
る
学
習
の
見
通
し
を
も

つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

で
、
予
習
や
復
習
を
す
る
こ
と
へ
の

良
さ
を
感
じ
、
習
慣
化
す
る
こ
と
が

で
き
、
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

き
ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
今
回
の
調

査
結
果
を
分
析
し
、
つ
ま
ず
き
の
多

か
っ
た
問
題
等
を
も
と
に
、
授
業
の

改
善
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

各
家
庭
で
も
、
お
子
さ
ん
の
家
庭

学
習
へ
の
意
欲
的
な
取
組
へ
の
奨
励

と
、
定
着
へ
向
け
た
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
、
昭

和
町
福
島
１
０
８
２
（
現
在
の
東
町

２-

６-

22
）
に
開
校
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
２
万
1
千
余
の
卒
業
生
が
昭
和
中

学
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

11
月
２
日
に
は
、
開
校
70
周
年
記

念
式
典
を
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
皆

様
が
お
祝
い
に
お
越
し
く
だ
さ
り
、

厳
粛
な
中
に
も
、
生
徒
会
に
よ
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
吹
奏
楽
部
の
記
念

演
奏
な
ど
も
交
え
、
全
員
合
唱
「
ふ

る
さ
と
」
で
幕
を
閉
じ
る
、
昭
和
中

ら
し
い
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

「
ハ
ー
ト
フ
ル
昭
和
」
の
い
っ
そ

う
の
具
現
化
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
教
職
員
一
同
、
全
力
で
邁
進
し
ま

す
。

11
月
９
日
に
創
立
70
周
年
を
記
念

し
、
式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
生
徒
達
の
思
い
を

込
め
て
全
校
生
徒
に
よ
る
合
唱
や
吹

奏
楽
部
の
演
奏
、
そ
し
て
、
生
徒
会

に
よ
る
「
ネ
グ
ロ
ス
島
支
援
活
動
報

告
」
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
祝

賀
会
で
は
、
拝
島
中
の
歴
史
を
振
り

返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
、
多
く
方
々
と
共
に
拝
島

中
学
校
70
年
の
歴
史
に
思
い
を
寄
せ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

６
・
３
制
施
行
に
よ
る
教
育
制
度

改
革
で
昭
和
22
年
５
月
10
日
、
拝
島

第
一
小
学
校
の
敷
地
の
一
部
に
拝
島

村
立
拝
島
中
学
校
と
し
て
開
校
。
昭

和
23
年
８
月
現
在
の
地
に
移
り
、
卒

業
生
は
、
１
万
６
千
余
を
数
え
ま

す
。
平
成
23
年
度
よ
り
凡
事
徹
底

「
は
い
じ
ま
」
を
掲
げ
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
中
学

生
の
育
成
を

目
指
し
、
教

職
員
一
同
、

教
育
目
標
の

実
現
に
向
け

教
育
活
動
を

実
践
し
て
い

ま
す
。

「家庭学習の取組（予習・復習）」が学力向上への鍵です

昭
和
中
学
校
開
校
70
周
年

拝
島
中
学
校
創
立
70
周
年

今年度の東日本学校吹奏楽大会で
金賞を受賞した吹奏楽部の記念演奏
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９
月
９
日
に
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

で
第
６
回
「
未
来
を
ひ
ら
く
」
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▽
子
ど
も
の
主
張
意
見
文コ

ン
ク
ー
ル

今
年
で
35
回
目
を
迎
え
る
伝
統
の

あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
事
前
審
査
で

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
６

名
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

【
小
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

白
井　

美
帆	

（
東
小
６
年
）

「
外
遊
び
っ
て
本
当
に
す
ご
い
」

◇
優
秀
賞

岩
佐　

瞳

	

（
つ
つ
じ
が
丘
小
６
年
）

宮
内　

希
未	

（
光
華
小
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

鍋
谷　
実
穂	

（
昭
和
中
３
年
）

「
誰
も
が
誇
れ
る
ま
ち
へ
」

◇
優
秀
賞

井
坂　

知
花	

　
（
瑞
雲
中
３
年
）

谷
部　

樺
音	

（
多
摩
辺
中
３
年
）

▽
中
学
生

　
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

つ
つ
じ
が
丘
南
小
の
跡
地
に
整
備

す
る
（
仮
称
）
教
育
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
10
月
23

日
に
施
工
業
者
と
契
約
締
結
し
、
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
平
成
31
年
12
月
ま
で
工

事
を
実
施
し
、
そ
の
後
準
備
期
間
を

経
て
、
平
成
31
年
度
中
の
開
館
を
目

指
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
騒
音
や
工

事
車
両
の
通
行
等
、
近
隣
の
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
最

小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
対
処
す
る
と

と
も
に
、
安
全
を
第
一
に
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
施
工
業
者

〈
建
築
工
事
〉

淺
沼
・
カ
ト
ー
ビ
ル
ド
・
扶
桑
建

設
共
同
企
業
体

〈
電
気
設
備
工
事
〉

中
電
工
・
セ
イ
シ
ョ
ウ
建
設
共

同
企
業
体

〈
機
械
設
備
工
事
〉

菱
和
設
備
・
八
重
洲
建
設
共
同
企

業
体

○
工
事
監
理
委
託
業
者

株
式
会
社　

佐
藤
総
合
計
画

「
食
品
ロ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
食
べ
残

し
や
期
限
切
れ
な
ど
で
、
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
べ
物

の
こ
と
で
す
。
世
界
で
つ
く
ら
れ
る

食
べ
物
の
う
ち
、
約
１
／
３
が
食
べ

ら
れ
る
こ
と
な
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
国
民
一
人
一
日
当
た

り
に
捨
て
ら
れ
る
食
べ
物
の
量
は
、

お
に
ぎ
り
一
つ
分
に
相
当
し
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
で
は
、
日
本
も
含
め

た
世
界
中
で
「
食
品
ロ
ス
」
の
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
削
減
に
向

け
て
行
政
を
は
じ
め
、
企
業
に
お
い

て
も
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
学
校
給
食
に
お
い
て
も

「
食
品
ロ
ス
」
の
問
題
は
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
、
学
校
給
食
で

は
一
食
分
を
食
べ
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
素
量

が
摂
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
中
に

は
苦
手
だ
か
ら
と
食
べ
ず
嫌
い
に
よ

り
全
く
手
を
つ
け
な
い
ま
ま
残
し
て

し
ま
う
子
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
現

状
と
し
て
あ
り
ま
す
。
学
校
給
食
で

は
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
、
味
付

け
に
工
夫
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
栄

養
士
等
が
給
食
時
間
な
ど
を
使
っ
て

食
べ
物
の
大
切
さ
を
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
残
べ
残
し

を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
給
食
で

出
た
残
べ
残
し
や
野
菜
ク
ズ
は
た
だ

廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
食
品
の
リ

サ
イ
ク
ル
と
し
て
堆
肥
化
す
る
取
組

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す

た
め
に
家
庭
で
も
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
す

ぐ
に
使
う
場
合
に
は
期
限
が
短
い
も

の
か
ら
購
入
す
る
」「
そ
の
日
に
食

べ
る
分
だ
け
購
入
す
る
」「
食
べ
き

れ
な
か
っ
た
分
は
冷
凍
庫
や
冷
蔵
庫

で
保
管
す
る
」
な
ど
す
ぐ
に
で
も
実

践
で
き
そ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ほ
ん
の
少
し
の
取
組
を

各
家
庭
が
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

体
の
食
品
ロ
ス
の
量
は
減
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
で
「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て

考
え
、
そ
し
て
実
践
す
る
こ
と
は
、

「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
食

に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
す
。
学
校
、
そ
し
て
家
庭
で
の
取

組
を
通
し
て
、
食
べ
物
を
大
切
に
で

き
る
心
を
育
て
た
い
で
す
ね
。

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
入
選
者
26
名

が
部
門
ご
と
に
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
、
次
の
方
が
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

【
Ａ
部
門
】

◇
最
優
秀
賞

小
平　

由
萌　
（
多
摩
辺
中
３
年
）

◇
優
秀
賞

岡
田　

莉
沙　
　
（
瑞
雲
中
３
年
）

森　
　

和
花　
　
（
福
島
中
３
年
）

【
Ｂ
部
門　
課
題
文
①
】

◇
最
優
秀
賞

指
田　

彩
菜	

（
清
泉
中
１
年
）

◇
優
秀
賞

増
田　

圭
祐　
　
（
昭
和
中
１
年
）

市
原　

美
凜　
　
（
清
泉
中
１
年
）

【
Ｂ
部
門　
課
題
文
②
】

◇
最
優
秀
賞

吉
田　

伊
吹　
（
瑞
雲
中
２
年
）

◇
優
秀
賞

長
島　

彩
実　
　
（
拝
島
中
２
年
）

金
井　

紀
乃
音　
（
昭
和
中
３
年
）

▽
中
学
生
海
外
交
流
事
業

派
遣
事
業
報
告
会

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
ー
ス
に
あ

る
パ
ー
ス
・
モ
ダ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
の

交
流
に
つ
い
て
、
派
遣
生
が
写
真
を

用
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第
6
回「
未
来
を
ひ
ら
く
」

発
表
会 

（
仮
称
）教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
建
設
工
事
に
着
手

食
品
ロ
ス
と

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と



あきしまの教育

4

お
詫
び
と
訂
正

「
あ
き
し
ま
の
教
育
」
第
89
号

４
ペ
ー
ジ
「
中
学
校
部
活
動

夏
季
大
会
結
果
」
サ
ッ
カ
ー

（
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大

会
）
３
位　

瑞
雲
中
と
あ
り
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
同
大
会
10

支
部
予
選
３
位
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

第
８
回
定
例
会
（
８
月
17
日
）

（
議
案
）

●
平
成
30
年
度
昭
島
市
立
学
校
で
使

用
す
る
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ

い
て　

	

ほ
か
２
件

（
協
議
事
項
）

●
（
仮
称
）
教
育
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
新
図
書
館
及
び
新
郷

土
資
料
室
の
運
営
方
針
（
案
）
に

係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

●
平
成
29
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
第

２
号
補
正
予
算
（
案
）〈
教
育
委

員
会
関
係
〉
に
つ
い
て

　
　

       

ほ
か
７
件

「
多
読
」
と
は
、
物
語
な
ど
の
英

語
の
文
章
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と

で
、
楽
し
み
な
が
ら
英
語
力
を
身
に

付
け
る
学
習
法
で
す
。
今
回
、
市

民
図
書
館
2
階
に
O
x
f
o
r
d 

D
o
m
i
n
o
e
s
シ
リ
ー
ズ
（
マ
ッ

チ
売
り
の
少
女
、
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
、

西
遊
記
な
ど
）
と
O
x
f
o
r
d 

B
o
o
k
w
o
r
m
s
シ
リ
ー
ズ

（
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
、
オ
ズ
の

魔
法
使
い
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム

ズ
な
ど
）
を
多
読
学
習
用
資
料
と
し

て
約
３
０
０
冊
新
し
く
所
蔵
を
し
ま

し
た
。
初
級
の
も
の
か
ら
、
難
易
度

の
高
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
の
「
特
別
支
援
学
級
（
固
定

学
級
）」
が
、
劇
や
音
楽
な
ど
、
学

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

通
級
指
導
学
級
（
特
別
支
援
教
室
）

の
紙
面
紹
介
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

１
月
20
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
20
分
～
３
時
45
分

◇
場
所　

つ
つ
じ
が
丘
小
学
校

※
問
い
合
わ
せ
先 

特
別
支
援
教
育
係

向
上
や
、
情
報
社
会
に
対
す
る
知
識

の
取
得
や
モ
ラ
ル
の
向
上
等
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
９
回
定
例
会
（
９
月
14
日
）

（
協
議
事
項
）

●
第
２
次
昭
島
市
特
別
支
援
教
育
推

進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

●
平
成
29
年
第
３
回
昭
島
市
議
会
定

例
会
一
般
質
問
〈
教
育
委
員
会
関

係
〉
に
つ
い
て

ほ
か
11
件

第
10
回
定
例
会
（
10
月
19
日
）

（
議
案
）

●
昭
島
市
教
育
委
員
会
表
彰
被
表
彰

者
に
つ
い
て　
　
　
　

（
協
議
事
項
）

●
昭
島
市
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業

に
関
す
る
点
検
及
び
評
価
報
告
書

（
平
成
28
年
度
分
）
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

●
第
２
次
昭
島
市
特
別
支
援
教
育
推

進
計
画
（
案
）
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

       

ほ
か
10
件

第
11
回
定
例
会
（
11
月
17
日
）

（
議
案
）

●�

平
成
30
年
度
昭
島
市
立
学
校
に
お

け
る
教
育
課
程
編
成
基
準
に
つ
い

て
（
協
議
事
項
）

●�

昭
島
市
指
定
史
跡
「
林
ノ
上
遺
跡

（
拝
島
式
土
器
発
掘
跡
）」
の
一
部

指
定
解
除
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

●�

平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ

い
て	

ほ
か
８
件

▼
吹
奏
楽
＝
昭
和
中
吹
奏
楽
部

▼
剣
道
＝
清
泉
中
剣
道
部

〈
個
人
及
び
団
体
の
表
彰
〉

▼
野
球
＝
昭
島
リ
ト
ル
リ
ー
グ

〈
職
員
の
表
彰
〉

▼�

前
学
校
薬
剤
師
＝
森
髙 

敏
昭
、

石
曽
根 

博
之

▼
前
学
校
歯
科
医
＝
神
山 

功

▼
前
学
校
医
＝
野
村 

芳
樹

▼
前
青
少
年
委
員
＝
矢
藤 

秀
一

外
壁
等
の
改
修
工
事
の
た
め
、
次

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

【
期
間
】
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
は

12
月
１
日
～
平
成
30
年
６
月
30

日
、
公
民
館
は
12
月
１
日
～
平
成

30
年
３
月
31
日
。

※
問
い
合
わ
せ
先 

市
民
会
館・公
民
館

防
衛
省
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
に
よ
り
、
中
学
校
全
６

校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
及
び
特
別

支
援
学
級
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
等
の
機
器
を
整
備

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
活
用
促
進
に
よ
る
学
力
の

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

児
童
・
生
徒
や
団
体
、
教
育
文
化
の

振
興
・
発
展
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

〈
児
童
・
生
徒
の
表
彰
〉

▼�

空
手
＝
清
水 

彩
花
（
富
士
見
丘

小
２
年
）

▼�

柔
道
＝
岩
田 

け
ん
た
ろ
う（
拝
島
中

２
年
）、内
田 

俊
輔（
拝
島
中
２
年
）

▼�

陸
上
＝
影
山 

雄
翔（
拝
島
中
２
年
）

▼�

水
泳
＝
齋
藤 

健
太
郎
（
拝
島
中

２
年
）

▼�

書
道
＝
山
際 

大
貴
（
昭
和
中
３
年
）

▼�

ボ
ク
シ
ン
グ
＝
成
田 

華
（
多
摩
辺

中
３
年
）

教
育
委
員
会
表
彰

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル・公
民
館

（
小
ホ
ー
ル
、音
楽
室
、集
会
室
）

の
休
館
に
つ
い
て

防
衛
省
交
付
金
に
よ
る

中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
等

機
器
の
整
備
に
つ
い
て

特
別
支
援
学
級
合
同
学
習

発
表
会
を
開
催
し
ま
す

お
す
す
め
本
の
紹
介

「
英
語
の
多
読
学
習
用
資
料

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」


